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地
域
国
際
化
情
報
コ
ー
ナ
ー

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
で
は
二
〇
〇
四
年
度
に

自
治
体
や
地
域
国
際
化
協
会
等
の
取
り
組
む
多
文

化
共
生
事
業
事
例
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

行
い
、「
多
文
化
共
生
に
向
け
た
調
査
報
告
書
」
を

作
成
し
ま
し
た
。
全
国
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
事

業
事
例
を
収
集
す
る
中
で
、
当
協
会
が
今
後
取
り

組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
、
特
に
災
害
時
の
対
応

が
あ
げ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
、
二
〇
〇
五

年
度
に
は
「
災
害
時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
育
成
の
た

め
の
テ
キ
ス
ト
（
講
師
用
・
研
修
者
用
）」、「
災
害

時
語
学
サ
ポ
ー
タ
ー
の
た
め
の
用
語
集
・
表
現
集
・

参
考
資
料
」、「
災
害
時
多
言
語
情
報
作
成
ツ
ー
ル
」

を
作
成
し
、
二
〇
〇
六
年
度
に
は
各
自
治
体
や
地

域
国
際
化
協
会
に
配
付
い
た
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
二
〇
〇
七
年
七
月
一
六
日
に
新

潟
県
中
越
沖
地
震
が
発
生
し
、
新
潟
県
柏
崎
市
を

中
心
に
多
く
の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
地

柏
崎
市
に
は
ア
ジ
ア
諸
国
出
身
の
留
学
生
や
研
修

生
、
日
本
人
配
偶
者
な
ど
外
国
人
住
民
約
八
六
〇

人
が
登
録
し
て
お
り
、
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
新
潟
県
の
主
導
に
よ
り
、
一

八
日
に
は
「
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
（
以

下
、
セ
ン
タ
ー
と
い
う
。）」
が
設
置
さ
れ
、
セ
ン
タ

ー
に
は
県
内
の
自
治
体
職
員
、
地
域
国
際
化
協
会

職
員
、
国
際
協
力
機
構
ス
タ
ッ
フ
及
び
民
間
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
加
え
、
新
潟
県
国
際
交
流
協
会
の
依

頼
を
受
け
た
当
協
会
の
要
請
に
よ
り
参
加
し
た
各

地
域
国
際
化
協
会
職
員
、
ま
た
当
協
会
と
全
国
市

町
村
国
際
文
化
研
修
所
と
の
共
催
に
よ
る
「
多
文

化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
コ
ー
ス
」
を
修
了
し
、

同
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
に
認
定
さ
れ
た
各
自
治
体
職
員

な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
駆
け
付
け
ま
し
た
。

な
お
、
支
援
活
動
に
あ
た
っ
て
は
、
当
協
会
が
地

域
国
際
化
協
会
を
対
象
に
実
施
し
て
い
る
「
災
害

時
外
国
人
住
民
支
援
活
動
助
成
金
」
が
効
果
的
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
で
、
資
金
面
で
の
支
援
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
の
業
務
は
、
避
難
生
活
や
復
興
に
必
要

な
情
報
を
外
国
人
被
災
者
に
多
言
語
で
提
供
す
る

こ
と
お
よ
び
各
避
難
所
を
巡
回
し
て
、
外
国
人
の
状

「
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

に
つ
い
て

況
や
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
必
要
な
情
報
を
届
け
る
こ

と
で
し
た
。
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
活

動
に
は
総
勢
七
三
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
全
国
か
ら

参
加
し
、
七
月
三
一
日
に
セ
ン
タ
ー
は
閉
所
さ
れ
活

動
は
収
束
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
で
の
活
動
を
振
返

り
、
災
害
時
の
対
応
方
法
等
に
つ
い
て
総
括
す
る

こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
当
協

会
の
主
催
で
同
年
九
月
一
三
日
「
新
潟
県
中
越
沖

地
震
被
災
地
支
援
活
動
振
返
り
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
こ
の
振
返
り
会
で
は
、
セ
ン
タ
ー
の
立
ち
上

げ
か
ら
収
束
ま
で
の
活
動
を
通
し
て
、
こ
の
経
験
を

一
過
性
の
も
の
と
す
る
こ
と
な
く
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
化

を
図
る
こ
と
の
必
要
性
が
示
さ
れ
ま
し
た
（
注
１
）。

ま
た
、
二
〇
〇
八
年
二
月
一
五
日
に
当
協
会
に
て

開
催
し
た
「
平
成
一
九
年
度
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
養
成
コ
ー
ス
修
了
生
座
談
会
」
で
は
、
柏

崎
市
で
の
活
動
経
験
か
ら
、
今
後
ど
の
地
域
で
災

害
が
発
生
し
て
も
、
い
ち
早
く
支
援
や
情
報
を
確

立
で
き
る
よ
う
に
「
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
立
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
や
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養

成
講
座
の
開
催
を
、
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

四
期
生
の
柴
垣
禎
氏
（
富
山
県
）
と
高
木
和
彦
氏

（財）
自
治
体
国
際
化
協
会
支
援
協
力
部
多
文
化
共
生
課

「
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置

運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
作
成
の
経
緯
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（
滋
賀
県
）
が
提
案
し
ま
し
た
。
こ
の
提
案
を
受
け
、

当
協
会
で
は
二
〇
〇
八
年
度
に
「
災
害
多
言
語
支

援
セ
ン
タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
以
下
、
マ
ニ

ュ
ア
ル
）」
の
作
成
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
（
注
２
）。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
か
ら
、
柏
崎
災
害
多
言
語

支
援
セ
ン
タ
ー
で
得
た
経
験
の
蓄
積
を
今
後
に
活
か

す
こ
と
を
目
的
に
、
当
協
会
は
二
〇
〇
八
年
八
月

「
災
害
時
に
お
け
る
外
国
人
被
災
者
支
援
の
あ
り
方

検
討
会
（
以
下
、
あ
り
方
検
討
会
）」
を
設
置
し
ま

し
た
。
あ
り
方
検
討
会
に
は
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
成
の

提
案
を
さ
れ
た
柴
垣
禎
氏
、
高
木
和
彦
氏
を
顧
問

と
し
て
事
務
局
に
迎
え
、
外
国
人
被
災
者
支
援
で

も
と
り
わ
け
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
運

営
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
を
焦
点
に
議
論
を
重
ね
、
同
セ

ン
タ
ー
で
の
活
動
を
「
わ
か
り
や
す
く
」、
そ
し
て

「
事
例
を
用
い
て
説
明
す
る
」
こ
と
に
主
眼
を
置
い

て
原
案
の
作
成
か
ら
携
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

第
一
回
目
の
あ
り
方
検
討
会
を
八
月
二
〇
日
に

開
催
し
、
中
越
沖
地
震
に
お
け
る
外
国
人
被
災
者

支
援
活
動
の
概
要
に
つ
い
て
委
員
と
事
務
局
で
課

題
を
共
有
し
た
後
、
災
害
に
対
す
る
事
前
準
備
、

初
動
体
制
、
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
設
置
マ
ニ
ュ
ア

ル
の
内
容
等
の
検
討
事
項
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ

し
ま
し
た
。
こ
の
と
き
委
員
か
ら
出
た
意
見
を
踏

ま
え
、
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン
タ
ー
の
設
置
を
中

心
と
し
た
、
初
動
体
制
構
築
や
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
、
広
域
連
携
と
の
整
備
等
の
検
討
を
行

い
、
そ
の
成
果
と
し
て
「
災
害
多
言
語
支
援
セ
ン

タ
ー
設
置
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
作
成
し
、
各
地
域

の
災
害
時
に
お
け
る
被
災
者
支
援
を
考
え
る
一
助

と
す
る
と
い
う
こ
と
で
方
向
性
が
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
、
第
二
回
あ
り
方
検
討
会
（
十
一
月
六
日

開
催
）
で
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
と
の
連
携
や
セ

ン
タ
ー
の
設
置
主
体
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

に
つ
い
て
多
く
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
最
後

と
な
る
第
三
回
あ
り
方
検
討
会
（
二
〇
〇
九
年
二

月
四
日
開
催
）
ま
で
の
間
、
各
委
員
と
事
務
局
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
め
ぐ
る
検
討

c「災害多言語支援センター設
置運営マニュアル」についても
当協会ＨＰよりダウンロードで
きます。

（
注
１
）
新
潟
県
中
越
沖
地
震
外
国
人
被
災
者
支
援
活
動
に
つ
い
て

は
、
本
誌
第
二
一
八
号
（
二
〇
〇
七
年
一
二
月
号
）
に
掲
載
。

（
注
２
）「
平
成
一
九
年
度
多
文
化
共
生
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
養
成
コ
ー
ス

修
了
生
座
談
会
」
に
つ
い
て
は
、
本
誌
第
二
二
四
号
（
二
〇
〇
八
年

六
月
号
）
に
掲
載
。

c 当協会で作成した「災害時語学サポーター育成のためのテキスト」等は、当協会ＨＰ「多文化
共生促進事業」http://www.clair.or.jp/j/culture/index.html  よりダウンロードができます。

■あり方検討会名簿

所　属 職　名 氏　名

委
員

（特活）多文化共生センター大阪 代表理事 田村　太郎

宮城県経済商工観光部
国際政策課

課長補佐
（多文化共生推進班長） 藤田　裕之

外国人集住都市会議事務局 美濃加茂市
多文化共生室長 坂井　嘉已

（財）名古屋国際センター 主　査 加藤　理絵

（社福）全国社会福祉協議会
全国ボランティア活動振興センター 副部長代理 平島　　徹

総務省消防庁
国民保護・防災部防災課 災害対策官 藤田　雅史

顧
問

富山県国際・日本海政策課 係　長 柴垣　　禎

滋賀県商工観光労働部国際課 主　査 高木　和彦
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Ｅ
メ
ー
ル
で
や
り
取
り
を
し
な
が
ら
、
マ
ニ
ュ
ア
ル

の
中
身
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
、
本
年
三
月
に
マ
ニ

ュ
ア
ル
は
完
成
い
た
し
ま
し
た
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
各
地
域
の
外
国
人
登
録
者
数

や
関
係
機
関
の
情
報
等
を
書
き
こ
み
な
が
ら
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
の
セ
ン
タ
ー
設
置
・
運
営
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
す
る
ド
リ
ル
形
式
の
も
の
と
な
っ

て
い
ま
す
。
他
に
も
、
柏
崎
災
害
多
言
語
支
援
セ

ン
タ
ー
で
の
活
動
事
例
、
災
害
時
に
備
え
て
事
前

に
検
討
す
べ
き
課
題
等
の
紹
介
も
掲
載
し
て
お
り

ま
す
。
今
年
度
、
既
に
実
施
さ
れ
た
防
災
訓
練
に

お
い
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
用
い
て
災
害
多
言
語
支
援
セ

ン
タ
ー
設
置
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
わ
れ
た
団

体
も
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も
、
災
害
多
言
語
支
援

セ
ン
タ
ー
を
設
置
運
営
す
る
際
の
参
考
資
料
と
し

て
、
全
国
の
自
治
体
及
び
地
域
国
際
化
協
会
等
に

お
け
る
、
災
害
時
の
外
国
人
被
災
者
支
援
施
策
を

推
進
す
る
一
助
と
し
て
利
用
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

二
〇
〇
六
年
度
に
作
成
し
た
「
災
害
時
多
言
語

情
報
作
成
ツ
ー
ル
（
以
下
、
ツ
ー
ル
と
い
う
）」
に

つ
い
て
は
、
内
容
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
を
多

く
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
し
た
場

合
や
発
生
の
恐
れ
が
あ
る
場
合
、
正
確
な
情
報
を

得
る
こ
と
が
防
災
や
減
災
を
図
る
た
め
に
非
常
に

重
要
と
な
り
ま
す
。
し
か
し
、
日
本
に
在
住
し
て

い
る
外
国
人
は
日
本
語
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
十
分
に
で
き
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
災
害
時

要
援
護
者
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
本

ツ
ー
ル
は
、
外
国
人
住
民
に
対
す
る
円
滑
な
情
報

提
供
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
使
用
す
る

こ
と
が
多
い
六
つ
の
言
語
（
英
語
、
中
国
語
、
韓

国
・
朝
鮮
語
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
、
ス
ペ
イ
ン
語
、
タ

ガ
ロ
グ
語
）
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
〇
七
年

度
に
は
、
さ
ら
に
四
言
語
（
タ
イ
語
、
ベ
ト
ナ
ム

語
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
、
ロ
シ
ア
語
）
に
よ
る
対
比

集
及
び
多
言
語
表
示
シ
ー
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

マ
ニ
ュ
ア
ル
と
と
も
に
ツ
ー
ル
に
つ
い
て
も
、
皆

様
の
地
域
に
お
け
る
災
害
時
の
外
国
人
被
災
者
支

援
施
策
を
推
進
す
る
一
助
と
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
く
、
今
回
は
ツ
ー
ル
の
機
能
に
つ
い
て
も
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

①
多
言
語
表
示
シ
ー
ト
作
成
ツ
ー
ル

・
目
的

：

被
災
地
の
避
難
所
等
で
の
多
言
語
に
よ
る

情
報
掲
示
を
支
援
し
ま
す
。

・
表
示
内
容

：

避
難
所
及
び
平
常
時
の
イ
ベ
ン
ト
等

で
も
利
用
可
能
な
内
容
に
な
っ
て
い
ま
す
。
表
示

言
語
数
に
つ
い
て
は
、
四
種
類
も
し
く
は
五
種
類

を
同
時
に
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

・
シ
ー
ト
数

：

一
六
六
シ
ー
ト

②
携
帯
電
話
用
多
言
語
情
報
作
成
ツ
ー
ル

・
目
的

：

携
帯
電
話
用
電
子
メ
ー
ル
や
携
帯
電
話
用

Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
の
多
言
語
に
よ
る
情
報
提
供
を
支

援
し
ま
す
。

・
内
容

：

災
害
情
報
文
例
集
及
び
携
帯
メ
ー
ル
・

携
帯
サ
イ
ト
に
お
け
る
外
国
語
に
よ
る
情
報
提

供
の
方
法
及
び
そ
の
留
意
事
項
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

・
原
稿
件
数

：

各
言
語
七
一
件

③
多
言
語
音
声
情
報
作
成
ツ
ー
ル

・
目
的

：

災
害
情
報
を
ラ
ジ
オ
や
防
災
無
線
な
ど
、

音
声
メ
デ
ィ
ア
を
通
し
て
外
国
人
に
多
言
語
で
提

供
す
る
た
め
の
音
声
素
材
の
再
生
、
ま
た
は
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
。
さ
ら
に
、

Ｆ
Ｍ
局
等
で
あ
ら
か
じ
め
イ
ン
ス

ト
ー
ル
を
行
い
、
防
災
訓
練
等
で

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
被
災
時

の
速
や
か
な
情
報
提
供
が
可
能
と

な
り
ま
す
。

・
内
容

：

震
災
発
生
後
七
二
時
間
以

内
に
利
用
可
能
で
、
か
つ
、
そ
の

後
も
引
き
続
き
引
用
で
き
る
内
容

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

・
文
例
数

：

一
四
五

「
災
害
時
多
言
語
情
報
作
成
ツ
ー
ル
」

に
つ
い
て

ツ
ー
ル
の
三
つ
の
機
能c「避難場所」について、英語・中国語・韓国

朝鮮語で併記したシート例。各地域の外国人登
録者数等によって、表示言語を選択できます

c 掲示物を作成する際には、イラストを一緒に
用いることで、目につきやすくなります


